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平成 30 年 4月 20日 

各  位 

会社名  ＧＦＡ株式会社 
代表者名  代表取締役 高木 良 
（コード番号:  8783） 
問合せ先責任者  経営企画部 主任 佐藤 津由佳 
（TEL  03-6432-9140） 

 

 

貴凜庁株式会社との業務提携による「KIBOTCHA（キボッチャ）」 

プロジェクトの当社参画に関するお知らせ 

 
 

当社は、貴凜庁株式会社（宮城県東松島市野蒜字亀岡 80 番、代表取締役 三井紀代子）との間にお

いて、資本提携を視野に入れた業務提携契約を本日締結し、貴凜庁株式会社の推進する「KIBOTCHA（キ

ボッチャ）」プロジェクト（以下、「本プロジェクト」とする。）について、参画することを本日決定

致しましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

1．業務提携の理由  

本日、業務提携契約を締結した貴凜庁株式会社は、平成 28 年 7月に設立した企業であり、代表

取締役の三井紀代子氏は 1996 年航空自衛隊退官後、モバイル広告会社を設立、2011 年自衛隊 OB

人材支援事業にて東日本大震災 3．11による未曾有の被害のあった東日本大震災の復興を多くの

自衛隊 OBと共に活動してまいりました。 

また、今般の本プロジェクト（http://kibotcha.com/）は、被災地である宮城県東松島市の旧野

蒜小学校を利活用した、教育とエンターテイメントを融合させた民間としては初めてとなる防災体

験型の複合型宿泊施設であり、平成 30 年 4月 26 日オープンとなります。 

（4月 25日 13時～17 時にて報道機関向けに内覧会を行う予定となっております。） 

津波の被害にあった旧野蒜小学校から世界に向け、防災の学びを発信する場として、子どものみ

ならず、BCP（Business continuity planning、事業継続計画）を構築する企業のコンサルティン

グ及び研修施設として利用頂くことを計画しております。 

なお、本プロジェクトは、運営会社である貴凜庁株式会社が、宮城県の平成 28 年度沿岸部交流

人口拡大モデル施設整備事業補助金の採択を受けており、宮城県が行う観光行政施策に関して支援

を行うこととされております。 

当社では、今般本プロジェクトに参画し、建設及び運営資金の調達を支援するほか、今後 BCPを

計画する企業の紹介などを行い、また当社の CSR 活動としての側面からも本プロジェクトを全面的

に支援していく意向です。 
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2．本プロジェクトに於ける当社の取組み 

（1）当社は、「KIBOTCHA（キボッチャ）」施設の建設及び運営資金の調達に関する支援を行う。 

（2）「KIBOTCHA（キボッチャ）」の推進する BCPコンサルティングを導入する企業、 

または「KIBOTCHA（キボッチャ）」のサポーター企業の紹介を当社が行う。 

 

3． 業務提携先の概要 

(1) 名称 貴凜庁株式会社 

(2) 所在地 宮城県東松島市野蒜字亀岡 80 番 

(3) 代表者 代表取締役 三井 紀代子 

(4) 設立年月日 平成 28年 7 月 27日 

(5) 事業内容 宿泊施設運営 

企業研修施設運営 

社員教育 

管理職教育 

経営者教育 

防災・危機管理教育 

損害保険代理業 

(6) 資本金 資本金 6,750万円 資本準備金 3,750 万円 

(7) 大株主及び持株比率 三井 紀代子 85％ 

(8) 上場会社と当該会社との間の関係 資本的関係 該当事項はありません。 

人的関係 該当事項はありません。 

取引関係 当社は対象会社に対し、金銭債権

を有しております。 

関連当事者へ

の該当状況 

該当事項はありません。 

(9) 当該会社の最近 3 年間の経営成績 

及び財務状態 

未公開企業であり、開示することについて同意が

得られていないため、非開示としております。 

 

4． 日程 

 契約締結日 平成 30年 4 月 20日 

 

5． 今後の見通し 

本件プロジェクトの参画に伴う平成 31 年 3 月期の当社業績に与える影響は、現時点では未

定であり、開示が必要となった場合には、速やかに開示致します。 

 

 

※「KIBOTCHA（キボッチャ）」とは 

希望（きぼう）・防災（ぼうさい）・未来（フューチャー）を組み合わせた言葉で、「これからの時

代を支える子供たちの未来に命の大切さを伝えたい」という気持ちから名付けられました。 
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『防災』をテーマに大人から子どもまで楽しく学び、次世代へ受け継いでいく東松島市の未来の街づ

くりのシンボルとなることをミッションとしています。 

1F は地元の方々のコミュニティーの場としても利用できるように地元食材をふんだんに使用した

「森のキッチン」「牡蠣小屋」、酵素風呂も併用した大浴場、地元の特産品、防災グッズ等の販売を行

う物産店があります。 

2F はメインフロアとなっており、オリジナルの遊具スペース、防災教育体験スペース、デジタル資

料館、語りべルーム、オリジナル映像が放映されるシアタールームがあります。 

3Fは 68床のベッド数の宿泊施設、多目的スペース、図書スペースがあります。なお、3Fの営業は

7 月 21日より開始予定となっております。 

以上 


